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輝く新年に臨んで
小野町長　宍戸　良三

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
春
を
賀
し

新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ
ま

に
は
幸
多
き
一
年
と
な
る
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

　

お
正
月
の
縁
起
物
に
、
七
福
神
の
宝
船
が
あ
り
ま
す

が
、
わ
た
く
し
た
ち
に
と
っ
て
、
一
番
の
お
宝
は
、
健

康
だ
と
思
い
ま
す
。
か
ら
だ
の
健
康
、
こ
こ
ろ
の
健
康
、

願
う
だ
け
で
は
近
づ
い
て
き
ま
せ
ん
が
、
努
力
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
ど
ん
な
状
況
で
も

前
向
き
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
福
の
神
が
近

寄
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。「
笑
う
門
に
は
福
来
た
る
」

元
気
を
出
し
て
み
ん
な
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

一
人
一
人
の
希
望
や
活
力
は
、
人
を
育
て
、
家
庭
を

育
み
、
地
域
や
町
を
つ
く
り
、
小
野
町
や
社
会
が
輝
く

み
な
も
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
元
気
い
っ
ぱ
い
の
素

晴
ら
し
い
一
年
と
な
る
こ
と
を
共
に
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

わ
た
く
し
も
二
期
目
初
め
て
の
新
年
を
迎
え
、
決
意

を
新
た
に
し
、
町
政
伸
展
と
町
民
福
祉
の
向
上
を
目
指

し
、
引
き
続
き
夢
や
希
望
に
輝
く
町
づ
く
り
に
邁
進
す

る
覚
悟
で
す
。

　

昨
年
策
定
い
た
し
ま
し
た
第
四
次
小
野
町
振
興
計
画

に
基
づ
き
、
町
の
将
来
像
の「
き
ら
め
く
人
と
自
然　

あ
っ
た
か
小
野
町
」に
向
か
っ
て
基
本
目
標
の「
す
こ
や

か
」「
は
ぐ
く
み
」｢

げ
ん
き｣

「
さ
わ
や
か
」「
あ
ん
し
ん
」

の
五
つ
の
目
標
を
着
実
に
具
体
的
に
実
現
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

厳
し
い
環
境
の
中
、
行
財
政
の
改
革
に
努
め
る
と
同

時
に
、
懸
案
の
事
業
も
着
々
と
進
ん
で
き
て
お
り
ま
す
。

　

小
中
学
校
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、
優
位
な
財
源
確

保
に
努
め
、
安
全
安
心
の
耐
震
対
策
事
業
を
実
施
中
で

あ
り
ま
す
。
小
学
校
に
つ
い
て
は
現
校
舎
・
現
体
育
館

に
必
要
な
補
強
工
事
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

耐
震
補
強
の
実
施
設
計
を
委
託
中
で
あ
り
、
ま
も
な
く

補
強
工
事
に
取
り
掛
か
れ
る
運
び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

小
野
中
学
校
の
改
築
整
備
事
業
で
は
、
校
舎
、
体
育

館
、
武
道
場
な
ど
施
設
を
全
面
新
築
建
替
え
し
、
併
せ

て
給
食
セ
ン
タ
ー
を
造
り
ま
す
。
敷
地
造
成
工
事
、
実

施
設
計
が
概
ね
終
了
し
、
現
校
舎
の
一
部
解
体
工
事
も

始
ま
り
、
校
舎
本
体
工
事
の
着
手
に
向
け
て
最
終
的
な

作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
電
子
黒
板
や
太
陽

光
発
電
設
備
を
小
中
学
校
に
配
備
す
る
予
定
で
あ
り
ま

す
。

　

地
方
で
の
情
報
に
対
す
る
地
域
間
格
差
の
大
き
な
問

題
で
あ
り
ま
す
光
フ
ァ
イ
バ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
し

ま
し
て
は
大
き
く
前
進
い
た
し
ま
し
た
。
国
・
県
・
関

係
事
業
者
な
ど
と
協
議
を
進
め
、
優
位
な
財
源
を
確
保

す
る
と
共
に
72
局
・
73
局
・
小
野
町
全
域
に
お
い
て
利

用
で
き
る
よ
う
、
光
フ
ァ
イ
バ
を
敷
設
し
本
年
中
に
利

用
開
始
で
き
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

高
速
バ
ス
に
つ
き
ま
し
て
は
、
運
行
見
直
し
が
懸
念

さ
れ
た
暫
定
バ
ス
停
の
利
用
か
ら
、
小
野
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
直
近
に
正
式
に
バ
ス
停
が
認
可
さ
れ
、
正
式

運
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。
利
用
者
の
駐
車
場
に
つ
き
ま

し
て
も
順
次
拡
張
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

右
支
夏
井
川
の
河
川
改
修
事
業
は
、
国
・
県
の
ご
協

力
の
も
と
に
順
調
に
進
捗
し
て
お
り
ま
す
。
平
舘
橋
か

ら
下
流
部
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
竣
工
を
目
標
に
工

事
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
上
流
部
の
工
事
に

直
ち
に
着
手
で
き
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
む
所
存
で
あ

り
ま
す
が
、
関
係
す
る
町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を

あ
ら
た
め
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
末
に
は
協
同
飼
料
株
式
会
社
の
小
野
町
へ
の
研

究
所
立
地
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
企
業
の
立

地
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
り
ま
す
。

　

措
辞
で
は
あ
り
ま
す
が
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
に
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
年
も
ご
指
導
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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着実な前進を目指して
小野町議会議長　大和田　昭

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
小
野
町
議
会
を
代
表

し
て
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い
希
望
に
満
ち
た

新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
ご
ろ
よ
り
、
議
会
運
営
に
対
す
る
温
か
い

ご
理
解
と
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
中
央
政
府
の「
政

権
の
交
代
」が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
一
年

だ
っ
た
と
存
じ
ま
す
。
自
由
民
主
党
中
心
の
政
権
か
ら
、

民
主
党
中
心
へ
の
政
権
へ
と
な
り
、
国
民
の
方
々
の
関

心
が
政
治
や
政
府
の
動
向
等
に
集
ま
り
、
国
と
地
方
の

か
か
わ
り
に
つ
い
て
も
、
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

た
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
や
社

会
保
障
な
ど
が
も
た
ら
す
諸
問
題
、
地
球
環
境
問
題
や

地
域
間
紛
争
、
さ
ら
に
は
、
混
迷
す
る
時
代
を
反
映
す

る
か
の
ご
と
く
、
凶
悪
犯
罪
や
胸
が
痛
む
事
件
が
数
多

く
起
こ
っ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
経
済
面

を
見
ま
す
と
、
一
昨
年
の
金
融
不
安
や
ド
バ
イ
シ
ョ
ッ

ク
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
地
方
経
済
や
私
た

ち
の
生
活
に
直
接
影
響
が
お
よ
び
、
一
段
と
厳
し
い
一

年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
小
野
町
で
は
町
の
将
来
像
を「
き

ら
め
く
人
と
自
然　

あ
っ
た
か
小
野
町
」と
掲
げ「
第
四

次
小
野
町
振
興
計
画
」を
策
定
し
、
未
来
に
向
か
い
、

着
実
に
前
進
で
き
る
よ
う
、
積
極
的
に
町
づ
く
り
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と
の
環
境
を
育
ん
で
い
る
、

国
民
の
財
産
と
も
言
え
る
農
地
を
守
り
育
て
、
豊
か
な

地
域
資
源
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
は
重
要
な
役
割

で
あ
り
、
農
山
村
を
整
備
し
里
山
を
つ
く
り
、
地
球
環

境
を
守
り
国
土
を
保
全
す
る
こ
と
は
、
現
在
を
生
き
る

私
た
ち
の
使
命
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
交
流
人

口
や
定
住
人
口
を
増
加
さ
せ
町
の
活
性
化
を
目
指
す
た

め
の
二
地
域
居
住
事
業
の
推
進
、
情
報
格
差
是
正
の
た

め
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
や
携
帯
電
話
用
ア
ン
テ

ナ
の
増
設
、
未
来
を
担
う
児
童
・
生
徒
の
た
め
の
小
・

中
学
校
の
教
育
環
境
の
整
備
も
重
要
な
施
策
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
町
政
の
取
り
組
む
課
題
も
、
少
子
高
齢

化
策
を
は
じ
め
と
し
て
、
景
気
浮
揚
策
、
企
業
誘
致
を

は
じ
め
と
す
る
雇
用
対
策
、
行
財
政
の
改
革
、
教
育
や

福
祉
・
医
療
の
改
革
、
生
活
関
連
施
設
や
生
活
道
路
整

備
、
右
支
夏
井
川
や
下
水
処
理
計
画
、
社
会
資
本
の
整

備
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
課
題
を
見

据
え
、
町
民
の
み
な
さ
ま
が
よ
り
一
層
快
適
に
居
住
し
、

働
き
、
憩
う
こ
と
が
で
き「
誰
も
が
来
た
く
な
る
、
住

ん
で
み
た
く
な
る
小
野
町
」の
実
現
を
目
指
し
、
町
執

行
部
と
互
い
に
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の

負
託
に
こ
た
え
、
活
発
な
議
論
を
通
じ
て
切
磋
琢
磨
し
、

開
か
れ
た
議
会
運
営
を
心
が
け
、
議
決
機
関
と
し
て
の

小
野
町
議
会
の
責
務
を
着
実
に
果
た
し
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
年
の
干
支
寅
の
よ
う
に
勢
い
の
よ
い
、

明
る
く
希
望
の
持
て
る
年
と
な
る
よ
う
ご
期
待
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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小
野
町
商
工
会
女
性
部（
鈴
木
裕
子
部

長
）が
11
月
24
日
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ

３
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
10
月
24
日
・
25
日
開
催
の

「
２
０
０
９
小
町
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」の

会
場
で
行
っ
た
バ
ザ
ー
の
売
上
金
を
町
の

福
祉
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
寄
付

し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
度
の
ご
厚
意
に
対
し
、
紙
上
よ
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

田
村
消
防
署
と
各
分
署
、
小
野
町
消
防

団
、
福
島
県
消
防
防
災
航
空
隊
が
11
月
29

日
、
林
野
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
を
小
野
運
動

公
園
で
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
平
成
21
年
度
田
村
消
防
署
訓
練

実
施
計
画
に
基
づ
き
、
林
野
火
災
発
生
を

想
定
し
行
っ
た
も
の
で
、
災
害
対
応
能
力

の
向
上
お
よ
び
装
備
資
機
材
の
操
作
技
術

の
強
化
、
関
係
機
関
相
互
の
緊
密
な
連
携

と
防
災
体
制
の
確
立
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

訓
練
で
は
、
消
防
ヘ
リ
と
の
連
携
を
図

る
た
め
の
講
義
を
受
け
、
そ
の
後
、
現
地

指
揮
本
部
設
置
運
用
訓
練
、
中
継
送
水
訓

練
、
山
火
事
用
ポ
ン
プ
や
ジ
ェ
ッ
ト

シ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
の
運
用
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

左から、宍戸町長、鈴木裕子部長、猪狩幸江さん、緑川久子さん

株式会社トリアス認定農業者に

　

株
式
会
社
ト
リ
ア
ス（
秋
田
佳
一
代
表

取
締
役
社
長
）に
対
し
11
月
24
日
、
農
業

経
営
改
善
計
画
認
定
書
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

農
業
経
営
改
善
計
画
に
は
、
５
年
先
を

見
据
え
た
計
画
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
町

が
一
定
の
基
準
の
も
と
認
定
し
、
各
種
農

業
関
係
機
関
や
農
業
委
員
会
が
と
も
に
支

援
を
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
計
画
に
は
、
大
規
模
な
原
木
に

よ
る
し
い
た
け
の
栽
培
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
企
業
が
農
業
へ
参
入
し
、
消
費

者
へ
安
全
・
安
心
な
農
作
物
を
提
供
す
る

ほ
か
、
地
元
へ
雇
用
の
場
を
提
供
し
地
域

貢
献
を
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
計
画
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

左から、宍戸町長、秋田佳一社長、杉村光弘副社長、吉田茂治小野支店長

講義の様子ジェットシューター運用訓練の様子

消防署員にアドバイスを受けながら
訓練にあたる消防団員

小
野
町
商
工
会
女
性
部
よ
り

社
会
福
祉
協
議
会
に
売
上
金

な
ど
を
寄
付

災
害
対
応
能
力
の
向
上
を
目
指
し
⋮
林
野
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
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宝 く じ は
豊かさ築く
チカラ持ち。

宝くじは、広く社会に役立てられています。

消
防
団
啓
発
活
動
・
広
報
用
機
材
を
整
備

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
普
及
・
広
報
を
図
る
た
め
消

防
団
活
動
に
対
し
て
助
成
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
宝
く
じ
の
助
成
金
を

活
用
し
消
防
団
活
動
の
啓
発
・
広
報
用

の
機
材
と
し
て
液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、

ス
ク
リ
ー
ン
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ
シ

ス
テ
ム
な
ど
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

今
後
こ
の
機
材
を
活
用
し
て
、
毎
年

９
月
に
実
施
す
る
小
野
町
総
合
防
災
訓

練
や
消
防
団
の
会
議
・
研
修
で
利
用
し

て
い
く
ほ
か
、
幼
児
や
小
中
学
生
を
対

象
と
し
た
火
災
予
防
映
画
教
室
や
、
地

域
住
民
の
方
を
対
象
と
し
た
予
防
消
防

の
広
報
活
動
な
ど
を
行
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

購
入
し
た
機
材
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　

小
野
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
小
野

町
介
護
保
険
事
業
計
画
審
議
委
員
会
を
11

月
20
日
、
役
場
会
議
室
で
行
い
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
、
小
野
町
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
お
よ
び
小
野
町
介
護
保
険
事
業
計

画（
３
年
を
１
期
と
し
て
定
め
る
計
画
）の

策
定
と
進
行
管
理
に
関
す
る
事
項
を
審
議

す
る
も
の
で
す
。

　

初
め
に
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
委
嘱

状
の
交
付
を
行
い
、
正
副
委
員
長
の
選
出

を
経
て
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
委
員
会
の
設
置
要
綱
、
平

成
20
年
度
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
実
績
と

介
護
保
険
特
別
会
計
決
算
状
況
、
平
成
21

年
度
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
計
画
と
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算
状
況
に
つ
い
て
を
議

題
と
し
、
事
務
局
か
ら
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

訪
問
介
護
の
利
用
状
況
や
近
隣
町
村
に

小野町高齢者保健福祉計画・小野町介護保険事業計画審議委員会
～計画の進捗状況について審議～

お
け
る
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
整
備

計
画
、
介
護
保
険
料
の
未
納
状
況
、
元
気
な

高
齢
者
の
た
め
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

質
問
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
こ
の
計
画
の
進
行
管
理
に

関
し
て
説
明
の
と
お
り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
は
次
の
方
々
で
す
。　
　
（
敬
称
略
）

●
委
員
長

　

佐
藤　

次
男（
再
任
）

　
（
民
生
委
員
協
議
会
長
）

●
副
委
員
長

　

吉
田　

昭
二（
再
任
）

　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
こ
ま
ち
荘
施
設
長
）

●
委　
　

員

　

藤
井　

文
夫（
再
任
）

　
（
公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
長
）

　

松
本　

正
義（
新
任
）

　
（
薬
剤
師
・
オ
ノ
ヤ
薬
局
）

　

村
上　
　

剛（
新
任
）

　
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
く
ら
ん
ぼ
仲
町
管
理
者
）

　

佐
藤　

光
重（
再
任
）

　
（
第
１
号
被
保
険
者
代
表
）

　

佐
藤　

美
子（
再
任
）

　
（
町
民
の
代
表
者
）

　

草
野　
　

紀（
新
任
）

　
（
町
民
の
代
表
者
・
日
赤
奉
仕
団
す
み
れ
会
会
長
）

　

委
嘱
期
間
は
、
平
成
21
年
11
月
１
日
か
ら

平
成
24
年
10
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課

　

☎
７
２
ー
６
９
３
４

会議の様子

液晶プロジェクターを
利用した消防団会議

ワイヤレス
アンプ

ワイヤレス
メガホン

購入機材 個　数

ワイヤレスアンプ 1台

ワイヤレスマイク 3本

アンプ用チューナーユニット 1式

スピーチ用マイク 2本

マイクスタンド 2本

ワイヤレスメガホン 1台

メガホン用チューナーユニット 1式

液晶プロジェクター 1台

ポータブルスクリーン 1台

ＤＶＤプレーヤー内蔵ビデオデッキ 1台

プラズマテレビ 1台

デジタルカメラ 2台
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小
野
町
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
運
営
協
議
会

　

小
野
町
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
運
営
協

議
会
を
11
月
30
日
、
役
場
会
議
室
で
行
い
ま
し

た
。

　

初
め
に
委
員
の
方
々
に
委
嘱
状
の
交
付
を
行

い
、
正
副
会
長
の
選
出
を
経
て
議
事
に
入
り
ま

し
た
。

　

会
議
で
は
、
運
営
協
議
会
の
設
置
要
綱
、
小

野
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
状
況
、

町
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
を
議
題

と
し
、
事
務
局
か
ら
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
特
定
高
齢
者
の
介
護
予
防
ケ

ア
プ
ラ
ン
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の

進
捗
状
況
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の

実
施
団
体
数
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

の
新
設
計
画
な
ど
に
つ
い
て
質
問
や
意
見
が
寄

　
『
川
の
生
態
系
に
つ
い
て
』を

テ
ー
マ
に
江
戸
川
大
学
・
実
践

女
子
大
学
講
師
、
君
塚
芳
輝
氏

の
講
演
会
が
12
月
５
日
、
小
野

町
ま
ち
づ
く
り
促
進
協
議
会
主

催
に
よ
り
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

君
塚
先
生
は
、
淡
水
魚
類
研

究
者
で
魚
類
学
・
河
川
環
境

論
・
魚
道
・
希
少
淡
水
魚
の
生

息
環
境
の
保
全
と
再
生
・
河
川

再
生
が
専
門
で
、
ワ
ン
ド(

魚

類
な
ど
の
水
生
生
物
が
繁
茂

し
や
す
い
場
所)

設
置
に
よ
る

構
造
の
多
様
化
な
ど
に
関
わ
る

ハ
ー
フ
コ
ー
ン
型
魚
道
の
発
明

者
の
一
人
で
す
。

　

君
塚
先
生
か
ら
は
、
夏
井
川

に
生
息
す
る
魚
類
や
、
河
川
改

修
後
ど
の
よ
う
に
川
の
生
態
系

を
守
っ
て
い
く
か
に
つ
い
て
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
夏
井
川
に

生
息
す
る
特
定
外
来
生
物（
ブ

ラ
ッ
ク
バ
ス
）の
駆
除
方
法
な

ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

　

右
支
夏
井
川
の
河
川
改
修
事

業
は
、
谷
津
作
地
区
で
工
事
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
平
成
25
年

度
か
ら
は
、上
流
の
稲
荷
橋（
宍

戸
会
館
脇
）か
ら
品
ノ
木
橋（
運

動
公
園
入
口
）間
の
中
心
部
に

着
手
す
る
計
画
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

河
川
改
修
に
伴
い
道
路
や
橋

り
ょ
う
な
ど
を
付
け
替
え
る
こ

と
で
、
町
の
中
心
部
の
様
子
が

大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、「
川
と
ま
ち

づ
く
り
の
会
」の
会
員
を
中
心

に
意
見
交
換
を
し
て
お
り
、
状

況
な
ど
に
つ
い
て
は
随
時
お
知

ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
こ
の
事
業
の
運
営
に
関
し
て

説
明
の
と
お
り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
は
次
の
方
々
で
す
。　
　
（
敬
称
略
）

●
会　

長

　

佐
藤　

次
男

　
（
民
生
委
員
協
議
会
長
）

●
副
会
長

　

吉
田　

昭
二

　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
こ
ま
ち
荘
施
設
長
）

●
委　

員

　

佐
藤　

光
重

　
（
第
１
号
被
保
険
者
代
表
）

　

佐
藤　

美
子

　
（
第
２
号
被
保
険
者
代
表
）

　

藤
井　

文
夫

　
（
公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
長
）

　

坪
井　

裕
子

　
（
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
こ
ま
ち
の
里
所
長
）

　

国
分　

伸
三

　
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
あ
す
か
管
理
者
）

　

草
野　
　

紀

　
（
町
民
の
代
表
者
・
日
赤
奉
仕
団
す
み
れ
会
会
長
）

　

委
員
は
い
ず
れ
も
新
任
で
、
委
嘱
期
間
は
平

成
21
年
11
月
１
日
か
ら
平
成
24
年
10
月
31
日
ま

で
の
３
年
間
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課

　

☎
７
２
ー
６
９
３
４

※小野町高齢者福祉サービス事業運営協議会とは

会議の様子

　平成18年度に町が設置した小野町地域包括支援センターと介護保険における地域密着型介護サービスの適正かつ円滑な
運営に関して審議するための機関です。
　地域包括支援センターが行う介護予防給付に係るマネジメント業務を委託する事業所を選定するための審議や、センター
の運営状況に関する事項、地域密着型サービス事業者の指定等に関する事項を審議します。

川とまちづくりの会
講演会開催
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バレーボールコート（1 8 . 0 ｍ×9 . 0 ｍ）

バレーボールコート（1 8 . 0 ｍ×9 . 0 ｍ） バレーボールコート（1 8 . 0 ｍ×9 . 0 ｍ）

ミニハ゛スケットホ゛ールコート（2 0 . 0 ｍ×1 2 . 0 ｍ） ミニハ゛スケットホ゛ールコート（2 0 . 0 ｍ×1 2 . 0 ｍ）

　　

ピアノ

ステージ
女子便所

多目的
便　所男子便所

放送室

生徒用入口

更衣室（男）

更衣室（女）

ＵＰ

ＵＰ

控室
用具庫

控室
用具庫

手
洗
い

カ
ウ
ン
タ

管理
コーナー

ホール

玄関

用具庫

アリーナ
８４５．６４㎡

１４．０３㎡

１４．０３㎡

４０．３８５㎡

▼

７１．２５㎡

▼

▼
▼

▼

５．２９㎡

２４．６２５㎡

２３．１２５㎡

▼

▼ ▼

軒下スペース

校舎棟

渡り廊下

9,
50
0

9 , 5 00

（歩道）

11, 500

9, 000 2, 500

浄化槽

浄化槽

プール付属室
（更衣室）

便所

部室

屋内運動場

特別教室棟

柔剣道場

460

草野　稔

物置

物置

納屋

国旗塔

至
船
引

Co

Co

ジャカ
ゴ

ジ
ャ
カ
ゴ

Co

as

as

至
国
道
49号
線

As

国
道
3
4
9
号
線

as

グラウンド

プ－ル

0 5

0 8

T- 4

1T- 1

1T- 2

1T- 6B

1T- 7

1T- 8

2T- 2

2T- 3

2T- 10

2T- 11

2T- 12
2T- 13

2T- 14
2T- 15

455. 947

458. 589

457. 853

454. 708

463. 392

457. 642

452. 953

449. 171

453. 251

454. 064
454. 141

458. 050
458. 770

458. 845

KBM. 1 H=456. 023

458. 858
1T- 6

Ｎ

455. 40堰堤天端

（９．０ｍ×９．０ｍ）

（５０帖　９．１ｍ×９．１ｍ）

剣道場

柔道場

ステージ
上部

点検用通路

点検用通路用具庫

（剣道）（柔道）
部室

１３２．３０㎡

１３２．３０㎡

３１．５９㎡

新屋内運動場
建設位置

武道場に併設し、用具庫を配置
しますが、利用については部室
との兼用も考慮します。

武道場については、効率的に機能を確保します。
柔道場（９．１ｍ角　畳５０畳）剣道場（９．０ｍ角）とし、
周囲に１ｍ程度の余裕を取ります。
壁周囲には、保護ガード等により安全に十分配慮します。

空スペース

アリーナ周囲には点検用通路（ギャ
ラリー）を３面配置し、内壁のメン
テナンス用に利用します。

アリーナ上部
アリーナ内部空間は高さ１２ｍ（有効高さ）
を確保し、全種目に対応します。
また、構造の骨組みには地元産（スギ材）を
利用します。

２階平面図

１階平面図

ステージ下は移動台車に
より有効に利用します。

放送室はアリーナ内
の様子が確認しやす
い位置に配置します。

　

小
野
中
学
校
改
築
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
、
新
校
舎
建
設
の
た
め
の
敷

地
造
成
工
事
が
完
了
し
、
新
校
舎
本

体
工
事
に
支
障
と
な
る
現
校
舎
の
一

部
の
解
体
工
事
を
発
注
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
安
全
面
や
教
育
面
な
ど
に
配

慮
し
な
が
ら
工
事
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

屋
内
運
動
場（
体
育
館
）に
つ
い
て

は
、
改
築
の
た
め
の
実
施
設
計
を
現

在
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
屋
内

運
動
場
の
基
本
計
画
概
要
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お
り
で
、
２
階
に
武
道

場
を
配
置
し
た
複
合
施
設
と
し
て
計

画
し
て
い
ま
す
。

【
屋
内
運
動
場
基
本
計
画
概
要
】

●
改
築
面
積

　

１
階　

１
，１
８
６
㎡

　

２
階　
　
　
３
１
２
㎡

　

合
計　

１
，４
９
８
㎡

●
階
数　

２
階

小
野
中
学
校
建
設
だ
よ
り

●
構
造

　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
＋
木
造

　
（
町
有
林
の
活
用
を
図
る
。）

●
概
算
事
業
費　

３
億
円

●
工
事
期
間　

平
成
22
年
度

　

今
後
は
、
さ
ら
に
ご
意
見
や
ご
要

望
な
ど
を
踏
ま
え
た
詳
細
な
設
計
を

行
い
ま
す
。

　

小
野
中
学
校
施
設
整
備
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
質
問
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。　
　

◆
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
施
設
整
備
室　

☎
７
２
ー
６
７
８
０
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小野町全域に光ファイバを!!
たくさんのお申し込みありがとうございました

　先月、光ファイバ通信網整備の説明会を町内８カ所で行い
ました。お忙しい中、多くの皆さんにご参加いただきありが
とうございました。

　おかげさまで、平成21年11月末現在740件のお申し
込みをいただきました。

（内訳：72局管内497件　73局管内243）
　この申込書は、整備のために東日本電信電話株式会社（Ｎ
ＴＴ東日本）に提出し、エリア拡大のために使用します。
　サービスが開始されましたら、申し込みをいただいた方そ
れぞれに、ＮＴＴ東日本から詳しいご案内をいたします。
　「光ファイバサービス要望書兼仮申込書」が多いほどサービ
ス提供が円滑に進みます。今後、光ファイバの利用を考えて
いる方は、ぜひご提出ください。

光ファイバQ&A
　説明会や仮申込書で、質問の多かった事項についてお知らせします。

現時点では継続の保証はできない状況です。
ＮＴＴ東日本としても利用する方の利便性を考
慮して継続について検討しています。

A

利用希望が少ない地区でも、利用希望が
あれば時期が遅れることがあるかもしれ
ませんが、利用できるようになります。

A

光ファイバの終端装置は、光ファイバの利用料金に含まれた
レンタルとなります。そのほかに無線ＬＡＮを利用、ひかり
テレビを視聴するためにはそれぞれの装置が必要になります。
それらは別途レンタルするか、購入する必要があります。

A

現時点では、情報形態が違うため利用できませ
んが、空いている光ファイバなどは有効活用で
きるように町とＮＴＴ東日本が協議しています。

A

Q 平成22年1月末までの新規加入
時の工事料無料キャンペーンは
継続されないの？

Q 集落から外れた一軒家
でも光ファイバは利用
できるの？

Q 光ファイバの接続に使用する終端装
置はレンタルになるの？
無線LANの利用や光ファイバ専用
のテレビを見る場合はどうなるの？

Q 学校や公共施設に配線されてい
る光ファイバは利用できない
の？

【光ファイバ編】

12月14日、要望書兼仮申込書をNTT東日本に提出しました。

仮申込書は、
現在も受け付け
しています！
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プロバイダは、
光ファイバ対応
のサービス事業

A
者であれば自由に選択することができます。
各プロバイダによって、光ファイバ利用との
セット料金も用意されています。

光ファイバの導入は、現状ではイン
ターネットを使用することが前提で、
光電話だけの利用の場合割高になり
ます。ただし、光電話は通話料金が
全国一律となり遠距離通話料が安く
なりますので、月々の電話料が高額
になっている方は、光ファイバの利
用もご検討ください。

A

光ファイバの整備にあたっ
ては、利用意向を把握し実
際の利用者を推計する必要
があります。このため仮申
込書という形を取りました。

A現在、町とＮＴＴ東日本が準備を進めてお
り、平成22年秋以降には利用できるよう
になる予定です。利用可能になりましたら、
お知らせいたします。

A

一部を除いて電話機は、そのまま利用できます。また、ナンバー
ディスプレイも有料ですが同様のサービスがあります。A

現在、郡山市などの一部を除いて、光ファイバでは地上デジタル放送を見ることはで
きません。民間放送事業者が参入してくれば視聴できるようになると思いますが予想
がつかない状態です。

A

有料ですが別途申し込めば、パ
ソコンの遠隔設定サービスがあ
ります。

A

ご自分と相手方にテレビ電話用の装置が必
要になります。影像は光ファイバを使用し
ますので、テレビを見ているような鮮明な
画像になります。

A

Q 光電話だけを使用するなら、
光ファイバは必要ないの？

Q 今回の仮申込書について、要望
書という形であればもっと提出
者が増えるのでは？

Q 光電話にした場合、今までの電話機は
使用できるの？ナンバーディスプレイ
などのサービスは利用できるの？

Q 光ファイバでテレビ
の地上デジタル放送
は見られるの？

Q パソコンに不慣れな場合の
サポートはありますか？

Q テレビ電話を利用するにはどう
すればいいの？影像はコマ送り
のようになるの？

【インターネット編】

【光電話編】

【その他】

Q インターネットのプ
ロバイダ（接続サー
ビス事業者）は、自

由に選択できるの？

Q 光 フ ァ イ バ の
サービスは、い
つから利用でき
るの？
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町
政
振
興
に
多
大
な
貢
献

名
誉
町
民
第
一
号　

故  

丘
灯
至
夫 

先
生

　

小
野
町
の
名
誉
町
民
第
一
号
で
も
あ
る
小
野
町
出
身
の
作
詩
家
・
丘
灯
至
夫

（
本
名
・
西
山
安
吉
）先
生
が
11
月
24
日
に
永
眠
さ
れ
ま
し
た（
享
年
92
歳
）。

　

先
生
は
お
よ
そ
２
０
０
０
曲
の
作
品
を
発
表
さ
れ
、
今
も
な
お
、
多
く
の
詩

が
愛
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。（
文
中
敬
称
略
）

丘先生ご夫妻と推戴状
（平成13年11月23日、小野町名誉町民推戴式にて）
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丘
灯
至
夫
略
年
譜

年

年
齢

年
譜

大
正
６

０
歳

２
月
８
日
福
島
県
田
村
郡
小
野
新
町（
現
・
小
野
町
）、
西
山

亀
太
郎
・
モ
ト（
西
田
屋
旅
館
）の
六
男
と
し
て
生
ま
れ
る

昭
和
４

12
歳

郡
山
市
金
透
小
学
校
尋
常
科
を
卒
業

7

15
歳

郡
山
市
立
郡
山
商
工
学
校（
現
・
福
島
県
立
郡
山
商
業
高
等

学
校
）商
業
科
を
卒
業

10

18
歳

詩
人
・
西
條
八
十（
さ
い
じ
ょ
う
や
そ
）に
師
事

詩
・
歌
謡
・
童
謡
な
ど
の
作
詩
の
道
に
入
る

16

24
歳

日
本
放
送
協
会（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）郡
山
放
送
局
に
入
局

17

25
歳

Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
退
局

毎
日
新
聞
社（
東
京
）に
入
社
、
福
島
支
局
記
者
と
し
て
勤
務

24

32
歳

日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
株
式
会
社
専
属
作
詩
家
と
な
る

38

46
歳

「
高
校
三
年
生
」（
舟
木
一
夫
・
歌
）ほ
か
の
作
詩
に
よ
り
日
本

レ
コ
ー
ド
大
賞
作
詩
賞
を
受
賞

39

47
歳

童
謡「
ワ
ン
・
ツ
ー
・
ス
リ
ー
・
ゴ
ー
」（
交
通
安
全
の
歌
）補

作
に
よ
り
日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
童
謡
賞
を
受
賞

47

55
歳

毎
日
新
聞
社
を
定
年
退
職
出
版
局
特
別
嘱
託
と
な
る

（
終
身
名
誉
職
員
）

57

65
歳

地
方
自
治
功
労
に
よ
り
福
島
県
田
村
郡
小
野
町
特
別
功
労
表

彰
を
受
け
る

63

71
歳

芸
術
文
化
功
労
に
よ
り
勲
四
等
瑞
宝
章
受
章

平
成
２

74
歳

県
外
在
住
功
労
者
知
事
表
彰
を
受
け
る

5

77
歳

故
郷
・
小
野
町
に「
丘
灯
至
夫
記
念
館
」が
開
館

13

85
歳

福
島
県
小
野
町
名
誉
町
民
第
１
号

21

92
歳

11
月
24
日
永
眠

丘
先
生
直
筆

　
「
高
校
三
年
生
」
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西
山
家
の
６
男
と
し
て
誕
生

　

先
生
は
大
正
６
年
２
月
８
日
に
西
田
屋
旅
館
の
西
山
亀
太

郎
・
モ
ト
の
６
男
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　

幼
少
期
を
小
野
町
で
過
ご
し
、
後
に
家
族
で
郡
山
市
へ
移
り

ま
し
た
。
郡
山
市
金
透
小
学
校
を
卒
業
し
、
昭
和
７
年
に
は
郡

山
市
立
郡
山
商
工
学
校（
現
・
福
島
県
立
郡
山
商
業
高
等
学
校
）

の
商
業
科
を
卒
業
。
そ
の
後「
花
茂
」（
東
京
三
田
）に
就
職
を
し

ま
す
。

西
条
八
十
と
の
出
会
い

　

東
京
で
就
職
し
た
折
に
、
日
本
を
代
表
す
る
詩
人
・
作
詞
家

の
西
條
八
十
の
主
宰
す
る
雑
誌『
蝋
人
形
』に
出
会
い
、
師
事
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
体
が
弱
か
っ
た
先
生
は
医
者
の
す
す
め
で
故
郷
・

福
島
に
戻
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

福
島
へ
帰
郷
後
は

　

福
島
に
帰
郷
し
た
後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
福
島
市
と
郡
山
市
に
放
送

局
を
開
局
し
た
こ
と
を
機
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
入
局
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
毎
日
新
聞
社
に
入
社
し
福
島
支
局
記
者
と
し
て
勤
務
し
、

昭
和
23
年
に
東
京
本
社
出
版
局
に
転
勤
し
ま
し
た
。

本
格
的
に
作
詩
活
動
を

　

翌
年
に
は
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
専
属
作
詩
家
と
な
り
、
霧
島

昇
の
歌
う「
母
燈
台
」が
ヒ
ッ
ト
し
、
本
格
的
な
作
詩
活
動
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
福
島
市
出
身
の
作
曲
家
・
古
関
裕
而

と
の
作
品
を
多
く
発
表
し
て
い
ま
す
。『
あ
こ
が
れ
の
郵
便
馬

車
』『
高
原
列
車
は
行
く
』な
ど「
乗
り
物
シ
リ
ー
ズ
」と
呼
ば
れ

る
作
品
の
数
々
は
、
今
も
な
お
歌
い
継
が
れ
て
い
ま
す
。

日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
作
詩
賞
受
賞

　

ま
た
、
昭
和
38
年
に
は
遠
藤
実
作
曲
、
舟
木
一
夫
の
歌
で『
高

校
三
年
生
』が
大
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の『
高
校
三
年
生
』で
日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
作
詩
賞

を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

丘灯至夫記念館には、丘先生からの
数多くの寄贈品が展示されています

郡山市立郡山商工学校
卒業時の丘先生

「高校三年生」で日本レコード大賞作詩賞を受賞
丘灯至夫記念館に飾られている賞状とトロフィー
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子
ど
も
も
親
し
む
先
生
の
歌

　

小
野
町
に
も
先
生
の
作
品
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
小
野
新
町
小
学
校
校
歌
」（
昭
和
39
年
）

「
夏
井
第
二
小
学
校
校
歌
」（
昭
和
53
年
）

「
小
野
中
学
校
校
歌
」（
昭
和
43
年
）

　

こ
れ
ら
は
、
先
生
の
作
詩
で
す
。「
小
町
温
泉
小
唄
」（
昭
和

31
年
）も
皆
さ
ん
よ
く
ご
存
じ
の
歌
か
と
思
い
ま
す
。

数
々
の
賞
を
受
賞

　

先
生
は
数
々
の
表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
。
先
の
日
本
レ
コ
ー

ド
大
賞
作
詩
賞
以
外
に
も
、
昭
和
63
年
に
は
芸
術
文
化
功
労
に

よ
り
勲
四
等
瑞
宝
章
を
、
そ
れ
に
先
ん
じ
て
昭
和
57
年
に
は
小

野
町
特
別
功
労
表
彰
、
そ
し
て
平
成
13
年
に
は
小
野
町
の
名
誉

町
民
第
一
号
に
推
戴
さ
れ
て
い
ま
す
。

故
郷
・
小
野
町
に 

記
念
館
開
館

　

丘
先
生
の
数
々
の
功
績
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
記
念
館
は
平

成
５
年
10
月
１
日
に
小
野
町
ふ
る
さ
と
文
化
の
館
に
開
館
し
ま

し
た
。
当
日
は
丘
先
生
ご
夫
妻
、
舟
木
一
夫
、
原
田
直
之
な
ど

に
よ
り
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
開
館
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が

多
目
的
研
修
集
会
施
設
の
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

場
に
は
多
く
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、
素
晴
ら
し
い
コ
ン
サ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
。

永
く
歌
い
継
が
れ
る
名
曲
を
世
に

　

多
く
の
名
曲
を
世
に
送
り
出
し
た
丘
先
生
の
最
後
の
作
品
は

一
昨
年（
平
成
20
年
）の
夏
に
発
売
さ
れ
た『
霊
柩
車
は
ゆ
く
よ
』

『
あ
の
世
は
パ
ラ
ダ
イ
ス
』。

　

タ
イ
ト
ル
か
ら
は
想
像
が
で
き
な
い
よ
う
な
明
る
い
曲
は
、

長
年
親
交
の
あ
っ
た
小
林
亜
星

が
作
曲
さ
れ
ま
し
た
。　

　

今
な
お
私
た
ち
に
愛
さ
れ
、

歌
い
継
が
れ
る
作
品
を
残
し
て

く
だ
さ
っ
た
先
生
の
ご
冥
福
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

記念館の展示に見入る左から、丘先生、舟木一夫さん、原田直之さん
(平成５年10月１日、丘灯至夫記念館にて）

出演者全員で「高校三年生」を合唱
(平成５年10月１日、丘灯至夫記念館開館祝賀コンサートにて）

主な作品一覧
年 曲名 歌手

昭和 24 母燈台 霧島昇 大映映画『母燈台』主題歌
26 長崎の雨 藤山一郎 作曲は古関裕而
27 あこがれの郵便馬車 岡本敦郎
29 高原列車は行く 岡本敦郎 作曲は古関裕而
32 東京のバスガール コロムビア・ローズ
34 僕が女房を貰ったら フランキー堺　ほか
35 トップ・ライトののんき節 コロムビア・トップ　ライト
36 山のロザリア スリー・グレイセス

38
高校三年生 舟木一夫 日本レコード大賞作詩賞受賞

作曲は遠藤実

修学旅行 舟木一夫

39
智恵子抄 二代目コロムビア・ローズ
君たちがいて僕がいた 舟木一夫

40 日本を愛す 横山岳精
42 夏子の季節 舟木一夫
43 若い生命 小林幸子
44 夕映えのふたり 舟木一夫
45 みなしごハッチ 鴫崎由理
46 人生舞台 大川栄作
49 安達太良慕情 霧島昇
52 キャンディワルツ 堀江美都子
54 ガッチャマンファイター ささきいさお
56 ふくしま盆歌 歌川重雄
58 会津鶴ヶ城 春日八郎
63 ある夫婦の歌 原田直之　ほか

平成 元 男 西本聖
3 木曽の舟唄 原田直之　
5 星空のマーチ 原田直之

20
霊柩車はゆくよ エノケソ 究極のフューネラル（葬送）ソン

グとして発売　作曲は小林亜星あの世はパラダイス エノケソ
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申
告
は
お
早
め
に
！

平
成
21
年
分
所
得
税
・
住
民
税
・
消
費
税
申
告
相
談

◆
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

☎
７
２
ー
６
９
３
２

２/

15
から

月

　
確
定
申
告
日
程

　

平
成
21
年
分
の
所
得
税
・
住
民

税
・
消
費
税
の
申
告
相
談
を
次
ペ
ー

ジ（
申
告
相
談
日
程
）の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。
対
象
地
区
の
日
程
に
合
わ

せ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

平
日
の
申
告
相
談
が
困
難
な
方
の

た
め
、
２
月
21
日(

日)

と
３
月
６
日

(

土)

に
休
日
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
申
告
に
必
要
な
も
の

●
印
鑑

●
会
計
帳
簿
・
領
収
書
お
よ
び
支
払

　

証
明
書
、
控
除
証
明
書(

国
民
年

　

金
、
農
業
者
年
金
、
生
命
保
険
、

　

長
期
損
害
保
険
、
地
震
保
険
、
医

　

療
費
、
農
業
資
材
な
ど)

●
源
泉
徴
収
票

●
心
身
の
障
が
い
が
わ
か
る
も
の

　

(

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど)

●
肉
用
牛
売
却
に
よ
る
免
税
証
明
書

●
申
告
の
内
容
に
よ
っ
て
所
得
税
が

　

か
か
る
場
合
や
還
付
に
な
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
告
者
全
員

　

の
口
座
番
号
を
控
え
、
銀
行
印
を

　

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

　

平
成
22
年
１
月
１
日
現
在
、
小
野

町
に
住
ん
で
い
る
方
で
、

①
平
成
21
年
中
に
、
給
与
所
得
以
外

　

の
所
得(

農
業
、
営
業
、
不
動
産
、

　

譲
渡
、
年
金
な
ど)

が
あ
る
方

②
給
与
所
得
者
で
、
年
末
調
整
が
済

　

ん
で
い
な
い
方

③
医
療
費
控
除
を
す
る
方

④
初
め
て
住
宅
借
入
金
等
控
除
を
受

　

け
る
方
も
し
く
は
年
末
調
整
で
住

　

宅
借
入
金
等
控
除
を
受
け
な
か
っ

　

た
方

　
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
方

①
平
成
21
年
中
の
所
得
が
給
与
だ
け

　

で
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
る
方

　
（
勤
務
先
か
ら
、
町
に
給
与
支
払

　

報
告
書
の
提
出
が
な
い
方
は
申
告

　

が
必
要
で
す
。）

②
税
務
署
で
確
定
申
告
を
済
ま
せ
た

　

方

　
消
費
税
の
申
告
に
つ
い
て

　

税
務
署
に「
簡
易
課
税
選
択
届
出
」

を
し
た
方
の
消
費
税
申
告
を
受
け
付

け
し
ま
す
。
一
般
課
税
の
方
は
、
税

務
署
で
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

●
毎
年
、
領
収
書
・
証
明
書
・
伝
票
・

　

小
額
の
源
泉
徴
収
票(

役
場
か
ら

　

の
組
長
手
当
分
な
ど)

を
持
っ
て

　

こ
な
い
た
め
、
お
戻
り
い
た
だ
く

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
受
け
取
り

　

に
な
っ
た
源
泉
徴
収
票
は
、
す
べ

　

て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
申
告
に
は
、
家
庭
の
生
計
内
容
な

　

ど
が
わ
か
る
方
が
お
越
し
く
だ
さ

　

い
。

●
相
談
期
間
の
終
盤
に
な
る
と
大
変

　

混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ

　

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
対
象
地
区

　

の
日
、
ま
た
は
期
間
の
前
半
に
お

　

越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
午
前
中

　

が
混
み
あ
う
傾
向
に
あ
り
ま
す
の

　

で
、
余
裕
を
も
っ
て
お
越
し
く
だ

　

さ
い
。

●
あ
ら
か
じ
め
収
支
計
算
を
行
っ
て

　

い
た
だ
き
ま
す
と
、
ス
ム
ー
ズ
に

　

申
告
相
談
が
で
き
ま
す
。
順
番
を

　

待
っ
て
い
る
方
の
た
め
に
も
、
収

　

支
計
算
や
領
収
書
の
整
理
は
行
っ

　

て
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
農
家
の
み
な
さ
ん
へ

※
青
色
申
告
以
外
の
方
へ

　

申
告
に
は
、
平
成
21
年
分
農
業
経

営
状
況
調
査
票(

集
落
農
政
推
進
協

議
会
長
か
ら
配
付
さ
れ
た
も
の)

に

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
お
持
ち

い
た
だ
く
と
、
申
告
相
談
に
か
か
る

時
間
が
短
縮
で
き
ま
す
。

　

確
定
申
告
は
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
で
！

　
ｅ
ー

Ｔ
ａ
ｘ
っ
て
な
に
？

　

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
は
、
自
宅
や
オ
フ
ィ

ス
、
税
理
士
事
務
所
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
申
告
、
申
請
・

届
出
な
ど
が
で
き
る
便
利
な
シ
ス
テ

ム
で
す
。

　
ｅ
ー

Ｔ
ａ
ｘ
の
メ
リ
ッ
ト

①
最
高
５
，０
０
０
円
の
税
額
控
除

　

平
成
21
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
書
の
提
出
を
本
人
の
電
子
署
名
お

よ
び
電
子
証
明
書
を
付
し
て
、
申
告

期
限
内
に
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
で
行
う
と
、

所
得
税
額
か
ら
最
高
５
，０
０
０
円

の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
平
成
19
、
20
年
分
ど
ち
ら
か
の
確

　

定
申
告
で
控
除
を
受
け
た
方
は
受

　

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

②
添
付
書
類
を
提
出
省
略

　

ｅ-
Ｔ
ａ
ｘ
で
確
定
申
告
を
行
っ

た
場
合
、
医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉

徴
収
票
な
ど
の
提
出
や
提
示
を
省
略

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

　

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
さ
れ
た
還
付

申
告
は
早
期
処
理
さ
れ
ま
す
。

④
24
時
間
受
付

　

平
成
22
年
１
月
18
日(

月)

か
ら
３

月
15
日(

月)

ま
で
の
間
、
24
時
間
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
に
つ
い
て
は
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.
e-tax.nta.go.jp

）を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
税
務
課
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

郡
山
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

郡
山
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
は
、

「
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
」（
郡

山
市
安
積
町
）で
す
。
還
付
申
告
の

み
の
方
は
、
こ
ち
ら
で
申
告
を
行
う

こ
と
で
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
還
付
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
期　
　

間

　

２
月
１
日(

月)

〜
３
月
15
日(

月)

　
（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

●
受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◆
問
い
合
わ
せ

　

郡
山
税
務
署

　

☎
０
２
４
ー
９
３
２
ー
２
０
４
１
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平成21年分　所得税・住民税・消費税

申   告   相   談   日   程
【会場】役場第一会議室（役場となり車庫2階）

月 日 曜日 対象地区 開始時刻 終了時刻 備考

2月

15 月 夏井、南田原井、湯沢、塩庭一区、
塩庭二区、上羽出庭、和名田

午前８時30分 午後４時

16 火 〃 〃

17 水 地区指定なし 〃 午後６時 延長日

18 木
本町、横町、仲町、大八、荒町

〃 午後４時

19 金 〃 〃

21 日 地区指定なし 〃 〃 休日相談日

22 月
反町、中通、平舘、小野赤沼

〃 〃

23 火 〃 〃

24 水 地区指定なし 〃 午後６時 延長日

25 木
谷津作、菖蒲谷、雁股田、皮籠石

〃 午後４時

26 金 〃 〃

3月

1 月
飯豊上、飯豊中、飯豊下、吉野辺

〃 〃

2 火 〃 〃

3 水 地区指定なし 〃 午後６時 延長日

4 木
浮金、小戸神、小野山神

〃 午後４時

5 金 〃 〃

6 土 地区指定なし 〃 〃 休日相談日

8 月 対象地区指定日に申告できなかった方(夏井地区) 〃 〃

9 火 対象地区指定日に申告できなかった方(小野新町地区) 〃 〃

10 水 対象地区指定日に申告できなかった方(飯豊地区) 〃 〃

11 木 地区指定なし 〃 〃

12 金 地区指定なし 〃 〃

15 月 地区指定なし 〃 〃

対象地区の日程に合わせてお出かけくださるようご協力をお願いします。
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ふ
る
さ
と
小
野
町
会
の
皆
様
こ

ん
に
ち
は
。
新
入
会
員
の
衆
議
院

議
員
吉
野
正
芳
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

小
野
町
会
の
皆
様
と
ご
縁
が
で

き
ま
し
て
先
般
こ
の
会
に
入
会
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ど
う
ぞ
末
永
い
お
付
き
合
い

の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
は
、
県
議
会
議
員
当
時
は
勿

論
、
衆
議
院
議
員
と
な
り
ま
し
て

か
ら
も
い
わ
き
市
を
中
心
と
し
た

浜
通
り
を
政
治
活
動
の
拠
点
と
い

た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
昨
年
、

さ
ま
ざ
ま
な
政
治
的
事
情
か
ら
小

野
町
を
中
心
と
し
た
田
村
郡
や
県

南
地
方
を
選
挙
区
と
し
て
政
治
活

動
を
展
開
し
て
い
こ
う
と
決
断
し

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
家
業

が
製
材
工
場
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

も
と
も
と
小
野
町
の
皆
様
方
と
は

幼
い
こ
ろ
か
ら
ご
縁
が
あ
り
ま
し

た
。
今
般
も
お
か
げ
さ
ま
で
実
に

多
く
の
方
々
か
ら
、
私
の
お
か
れ

た
立
場
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
親

身
に
な
っ
た
お
世
話
や
ご
紹
介
な

ど
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

　

私
自
身
が
皆
様
に
で
き
る
恩
返

し
は
一
つ
し
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

す
な
わ
ち
、
ふ
る
さ
と
の
発
展
な

く
し
て
国
政
の
進
展
は
あ
り
得
な

い
と
の
信
念
の
も
と
、
多
方
面
か

ら
ご
意
見
を
し
っ
か
り
と
伺
い
、

ふ
る
さ
と
小
野
町
に
お
住
ま
い
に

な
る
方
々
の
生
活
が
よ
り
一
層
向

上
す
る
よ
う
努
力
す
る
覚
悟
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
宜
し
く
お
付
き
合
い

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
重
ね
て
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

い
ま
、
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い

る
最
中
に
、
小
野
町
出
身
の
作
詞

家　

丘
灯
至
夫
さ
ん
の
訃
報
に
接

し
ま
し
た
。
私
た
ち
の
若
か
り
し

こ
ろ
、
正
に
青
春
時
代
真
っ
只
中

に
あ
っ
て
、
丘
さ
ん
が
作
詞
さ
れ

た
歌
を
耳
に
し
な
い
日
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
し
、
私
た
ち
が
口
ず

さ
ん
だ
歌
は
ほ
と
ん
ど
丘
さ
ん
が

作
ら
れ
た
歌
で
し
た
。
心
か
ら
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
た
い
と
存

じ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
発
展
の
た
め

吉
野
　
正
芳

︵
東
京
支
部
︶

ふ
る
さ
と
小
野
町
会

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

国

民

年

金

コ
－

ナ

－

新
成
人
の
皆
さ
ん

　
　
　

忘
れ
ず
に
国
民
年
金
の
加
入
手
続
を
し
ま
し
ょ
う

義
務
と
権
利

　

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳

か
ら
60
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
方
は
、

国
民
年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納

付
す
る
義
務
が
あ
り
、
年
金
を
受

け
取
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

加
入
の
手
続
き

　

学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
第
一

号
被
保
険
者
と
な
る
方
は
、
お
住

ま
い
の
市
町
村
役
場
で
直
接
手
続

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の
第

二
号
被
保
険
者
の
方
や
、
そ
の
第

二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
る
配

偶
者
の
第
三
号
被
保
険
者
の
方
は
、

勤
務
先
の
事
業
所
が
加
入
手
続
を

行
い
ま
す
の
で
、
個
別
の
手
続
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
の
猶
予
・
免
除

　

学
生
で
あ
る
な
ど
、
収
入
が
少

な
い
た
め
に
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
で
き
な
い
場
合
は
、
申
請

に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
・

免
除
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
国

民
年
金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て

い
る
と
、
万
が
一
の
と
き
に
障
害

年
金
が
受
け
取
れ
な
い
な
ど
の
思

わ
ぬ
事
態
を
招
き
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
制
度

　
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」は
、
所

得
が
な
い
学
生
の
方
の
ご
本
人
の

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
し
た
期
間
は
、

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間

に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
老
齢
基
礎
年
金
額
の
計
算
の
対

象
と
な
る
期
間
に
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
。）

　

将
来
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
こ
と
や
、
不
慮

の
事
故
な
ど
に
よ
り
障
が
い
が

残
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
障
害
基

礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の

制
度
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
経
済
的
な
理
由

で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
の

た
め
に
、「
保
険
料
免
除
制
度
」や

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」が
あ
り

ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

郡
山
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
２
４
ー
９
３
２
ー
３
４
３
４

　

町
民
生
活
課

　

☎
７
２
ー
６
９
３
３

広　

告　

欄



 

◆問い合わせ　ふるさと文化の館　☎７２－２１２０

❖❖❖❖❖❖　ふるさと文化の館情報　❖❖❖❖❖❖
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○郷土史料館 ――――――――――――――――――――――――――――

　美術館では、次のとおり企画展を開催します。いずれも時間は午前９時～午後５時で入場無料です。
　皆さんでお誘い合わせの上、ぜひご覧ください。

○美術館 ――――――――――――――――――――――――――――――

◇年賀状展 ◇書初め展

【会　期】１月19日(火) ～31日(日) 【会　期】１月19日(火) ～31日(日)

　10月・11月に、全３回の「つるし雛講座」
を開催しました。
　つるし雛とは、さまざまな願いを込めた
細工物をつなげて作る飾りのことです。
　参加者は、講師の先生の指導のもと熱心
に作品に取り組んで、１連の飾りを仕上げ
ました。

　著名人や町民の皆さんから、文化の館に寄
せられた年賀状を展示します。

　公民館で開催の「書初め大会」に参加する小
学生・中学生の作品を展示します。

　今年、町内の幼稚園・保育園・児童園を卒
園する園児の作品展です。

　節分の工作教室と豆まきを行います。
　参加を希望される方は、事前に文化の館にお
申し込みください。

◇卒園児絵画展

◇節分・豆まき会

◇つるし雛講座を開催しました

【会　期】２月６日(土) ～21日(日)

【開催日】１月31日(日)
【時　間】午後１時30分～　   ＊参加無料
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株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
か

ら
、
融
資
制
度
の
お
知
ら
せ
で
す
。

【
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
】

　

日
本
政
策
公
庫（
国
民
生
活
事
業
）

で
は
、
景
気
後
退
に
よ
り
経
営
環
境

が
急
激
に
悪
化
す
る
中
で
、
資
金
繰

り
に
困
難
を
き
た
し
て
い
る
皆
さ
ん

を
積
極
的
に
応
援
し
ま
す
。

●
融
資
限
度
額

　

４
，８
０
０
万
円
以
内

●
返
済
期
限

　

運
転
資
金　

８
年
以
内

　

設
備
資
金　

15
年
以
内

●
利
率

　

年
１
．８
５
％
〜

　
（
平
成
21
年
11
月
20
日
現
在
）

●
担
保
・
保
証

　

ご
要
望
に
よ
り
、
相
談
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

【
国
の
教
育
ロ
ー
ン
】

　

高
校
、
大
学
、
短
大
、
専
修
学
校

な
ど
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ん

を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し
た

公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

●
融
資
限
度
額

　

３
０
０
万
円
以
内

　
（
学
生
・
生
徒
お
一
人
に
つ
き
）

●
返
済
期
間

　

15
年
以
内（
交
通
遺
児
家
庭
ま
た

　

は
母
子
家
庭
の
方
は
18
年
以
内
）

●
利
率

　

年　

２
．６
５
％

　

(

平
成
21
年
11
月
20
日
現
在)

●
使
い
道

　

入
学
金
、授
業
料
、教
科
書
代
な
ど

●
担
保
・
保
証

　
（
財
）教
育
資
金
融
資
保
証
基
金
の

保
証
、
ま
た
は
連
帯
保
証
人

◆
問
い
合
わ
せ

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
郡
山
支
店　

　

融
資
相
談
係（
国
民
生
活
事
業
）

　

☎
０
２
４
ー
９
２
３
ー
７
１
４
０

　

福
島
空
港
発
着
の
福
島
―
ソ
ウ
ル

路
線
は
、
平
成
11
年
６
月
の
開
設
以

来
就
航
10
周
年
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で

延
べ
50
万
人
を
超
え
る
利
用
者
が
あ

り
、
福
島
県
と
韓
国
と
の
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
交
流
の
架
け
橋
と
し
て
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
こ
の
路
線
に
つ
き
ま
し
て

は
、
例
年
、
冬
季
の
利
用
が
落
ち
込

む
傾
向
が
あ
り
、
路
線
の
安
定
的
な

確
保
の
た
め
に
は
、
冬
季
の
利
用
促

進
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に

今
冬
は
、
羽
田
空
港
や
成
田
空
港
の

拡
張
、
茨
城
空
港
開
港
を
控
え
、
福

島
―
ソ
ウ
ル
路
線
に
対
す
る
影
響
が

心
配
さ
れ
て
お
り
、
路
線
維
持
を
図

る
た
め
に
は
、
今
冬
の
利
用
拡
大
が

大
変
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

福
島
県
で
は
、
福
島
―
ソ
ウ
ル
路

線
の
冬
季
の
利
用
促
進
に
緊
急
に
取

り
組
む
た
め
、
ア
シ
ア
ナ
航
空
や

各
旅
行
会
社
と
連
携
し
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
内
容
の
旅
行
商
品

を
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

　

福
島
―
ソ
ウ
ル
路
線
は
、
福
島
県

と
韓
国
と
の
将
来
に
わ
た
る
交
流
拡

大
や
国
際
化
推
進
の
た
め
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
路
線
で
す
。
今
冬
、
ぜ

ひ
ソ
ウ
ル
路
線
を
利
用
い
た
だ
き
、

利
用
拡
大
に
ご
協
力
を
お
願
し
ま

す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
空
港
交
流
課　

　

☎
０
２
４
―
５
２
１
―
７
１
２
７

　

福
島
県
福
島
空
港
事
務
所
駐
在

　

☎
０
２
４
７
―
５
７
―
１
２
６
６

　

12
月
よ
り
、
平
田
村
蓬
田
岳
蓬
田

中
継
局
が
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
試
験
放

送
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
放
送
は
、
平
成
23
年
７
月

に
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
完
全
移
行
し
ま

す
。
ご
家
庭
で
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
ご
覧
に
な
れ
る
か
ご
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
電
気
店
や
、
総

務
省
テ
レ
ビ
受
信
支
線
セ
ン
タ
ー

「
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
ー
０
７
ー
０
１
０
１

　

平
日

　
（ 

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
）

　

土
・
日
・
祝
日

　
（
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
）

　

企
画
商
工
課

　

☎
７
２
ー
６
９
３
９

　

福
島
労
働
局
雇
用
均
等
室
で
は
、

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
、
育
児
・
介

護
休
業
法
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法

お
よ
び
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進

法
に
か
か
る
労
働
者
や
事
業
主
か
ら

の
相
談
を
受
け
付
け
る
と
と
も
に
、

紛
争
解
決
の
た
め
の
援
助
や
行
政
指

導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
産
休
を
取
り
、
復
職
し
よ
う
と
し

　

た
ら
会
社
か
ら
退
職
す
る
よ
う
に

　

言
わ
れ
た
。

●
同
じ
よ
う
に
仕
事
を
し
て
い
る
の

　

に
、
男
性
よ
り
昇
進
が
遅
い
。

●
事
務
職
の
求
人
に
応
募
し
た
ら
、

　

男
性
で
あ
る
た
め
断
ら
れ
た
。

●
会
社
に
セ
ク
ハ
ラ
に
つ
い
て
相
談

　

し
た
が
、
対
応
し
て
く
れ
な
い
。

●
切
迫
流
産
に
な
り
、
医
者
の
指
導

　

で
休
業
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
退
職

　

し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
の
ほ
か
、
労
働

に
関
す
る
お
悩
み
の
あ
る
方
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
・
相
談

　

福
島
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

☎
０
２
４
ー
５
３
６
ー
４
６
０
９

　

東
北
地
区
に
置
か
れ
る
国
立
大
学

法
人
、
独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専

門
学
校
機
構
お
よ
び
一
部
の
独
立
行

政
法
人
の
事
務
系
お
よ
び
技
術
系
の

職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
採
用
試
験
の
実
施
に
先
立

ち
、就
職
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。（
予
約
不
要
）

　

採
用
試
験
や
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
な

ど
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員

　

採
用
試
験
実
施
委
員
会
採
用
試
験

　

事
務
室

　

☎
０
２
２
ー
２
１
７
ー
５
６
７
６

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.bureau.

　

tohoku.ac.jp/shiken/

福
島
ー
ソ
ウ
ル
路
線

冬
季
の
利
用
拡
大
に
ご
協
力
を
！

福
島
空
港
利
用
促
進
協
議
会

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

蓬
田
中
継
局
開
局
の
お
知
ら
せ

ひ
と
り
で
悩
ま
ず

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等

職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

融
資
制
度
の
ご
案
内
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　農林業センサスは、わが国の農林業の生産構造や就業構造、農山村地域の実態
を明らかにすることを目的に５年ごとに実施している大切な調査です。

　調査は統計法に基づく基幹統計調査として実施します。
　この法律では調査内容を統計以外の目的に使用することが堅く禁じられて
いますので、調査結果が税金の徴収に使われるようなことは一切ありません。
　また調査員にも守秘義務がありますので、調査で知り得た情報が他人に漏
れることはありませんし、調査票についても紛失・盗難に遭わないよう厳重
に管理されます。

★どうやって調査するの？
　農業や林業を行っている農家・林家や法人などを対象とした調査で、
都道府県知事から任命された統計調査員が訪問し、調査対象となる条
件を満たしているかお伺いします。
　調査の対象となった場合は調査票をお渡しし、ご記入いただきます。

★どんなことを調べるの？
　・世帯員の構成と就業状況
　・農地、山林の所有と利用状況
　・農林産物の生産販売の状況
　・農業・林業の労働力
　・農作業受託の状況などを調査します。

★どんなことに利用されるの？
  農林行政の企画・立案や中・長期的な国土利用計画や経済計画の策定、地方交付税の算出のための基礎
資料として利用されます。

◆プライバシーの保護について◆

ご協力をお願いします。
小野町の農

林業の現状を知り、未来へつなげるための大切な調査です。

農林業センサス調査についてもっと知りたい方は農林業センサスホームページをご覧ください。
http://www.maff.go.jp/j/tokei/census/afc/

◆問い合わせ　企画商工課　☎７２－６９３８

２０１０年
世界農林業センサス

平成22年２月１日実施
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バーコード認識機能で、
携帯電話から「福島県総
合医療情報システム」を
ご覧いただけます。

実践１ 暖房は20℃を目安に温度設定しましょう。

実践２ こたつは、こたつ布団のほかに敷き布団と上掛けも使用
し、こまめに温度設定を調節しましょう。

実践３ 洗いものをするとき、給湯器の温度はできるだけ低く設
定しましょう。

実践４ 煮物などの下ごしらえは、電子レンジを使用しましょう。

実践５ 電気ポットは、長時間使わないときコンセントからプラ
グを抜きましょう。

実践６ お風呂は、間隔をおかないように入り、追い焚きをでき
るだけ少なくしましょう。

みんなで実践しよう！冬のエコ
　深刻な地球温暖化にストップをかけるためには、一人ひとりが問題意識を持ち、
省エネルギー対策を行うことが大切です。
　皆さんも、冬の省エネルギー対策を実践しませんか。

休日当番のお医者さん
月　　日 当　番　医 所　在　地 電話番号

　１月１日（元旦） さ い と う 医 院 小 　 野 　 町 ７２―２５００
　　２日（土） 矢 吹 医 院 三 　 春 　 町 ６２―３０１５
　　３日（日） 雷 ク リ ニ ッ ク 三 　 春 　 町 ６２―６３３３

　１０日（日） の ざ わ 内 科 ク リ ニ ッ ク 三 　 春 　 町 ６１―１５００
むとう整形外科(整形のみ) 三 　 春 　 町 ６１―１６００

　１１日（祝） 春 山 医 院 三 　 春 　 町 ６２―３２３９

　１７日（日） 三 春 病 院 三 　 春 　 町 ６２―３１３１
し の は ら 眼 科(眼 科 の み) 三 　 春 　 町 ６１―２４４１

　２４日（日） ま つ え 整 形 外 科 田 村 市(船 引 町) ８１―１２２２
　３１日（日） 都 路 診 療 所 田 村 市(都 路 町) ７５―２００３
２月７日（日） 青 山 医 院 田 村 市(常 葉 町) ７７―２０１５
　１１日（祝) 秋 元 医 院 田 村 市(船 引 町) ８２―１５１４
　１４日（日） 石 川 医 院 三 　 春 　 町 ６２―２６３０

　２１日（日） 石 塚 医 院 小 　 野 　 町 ７２―２１６１
こじま眼科(眼科急患のみ) 田 村 市(船 引 町) ８１―２３３３

＊電話確認の上、受診してください。
　詳しくは「福島県総合医療情報システム」をご覧ください。

＊こども救急電話相談（毎日19時～翌朝８時）
　プッシュ回線・携帯電話からは ♯８０００ アナログ回線からは ０２４－５２１－３７９０
　詳しくは「こどもの救急についてのホームページ」をご覧ください。
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行事カレンダー　（１月16日〜２月15日）
月　　日 行　　　　事　　　　名

１
月

16日（土）あそびの広場（9:30～11:30）子育て支援センター

17日（日）
●防災とボランティアの日
書初め大会
９カ月児健診（受付13:00～14:00）柏原クリニック
休日窓口業務実施日（8:30～17:30）

18日（月）

19日（火）
あそびの広場（9:30～11:30）子育て支援センター
年賀状展・書初め展（～31日）ふるさと文化の館・美術館
小戸神小学校移動図書館（13:00～13:30）

20日（水）
３カ月児健診・ＢＣＧ接種（受付13:00～13:30）公立小野町地方綜合病院
窓口業務延長（19:00まで）
飯豊小学校移動図書館（12:50～13:20）

21日（木）浮金小学校移動図書館（13:00～13:30）

22日（金）ヘルスアップ運動教室（13:30～15:30）多目的研修集会施設

23日（土）あそびの広場（9:30～11:30）子育て支援センター

24日（日）

25日（月）

26日（火）あそびの広場（9:30～11:30）子育て支援センター
夏井第一小学校移動図書館（13:20～13:50）

27日（水）
こころの相談室（13:00～15:00）母子健康センター
窓口業務延長（19:00まで）
夏井第二小学校移動図書館（12:50～13:20）

28日（木）

29日（金）ヘルスアップ運動教室（13:30～15:30）多目的研修集会施設
ふるさと文化の館図書館館内整理日（休館）

30日（土）あそびの広場（9:30～11:30）子育て支援センター

31日（日）節分・豆まき会（13:30～）ふるさと文化の館・郷土史料館

２
月

１日（月）●交通事故ゼロ・歩行者優先の日
●２０１０年世界農林業センサス調査期日

２日（火）離乳食教室（受付10:00～10:15）母子健康センター
あそびの広場（9:30～11:30）子育て支援センター

３日（水）３歳児健診（受付13:00～13:15）母子健康センター
窓口業務延長（19:00まで）

４日（木）人権相談所開設（10:00～15:00）母子健康センター

５日（金）

６日（土）卒園児絵画展（～21日）ふるさと文化の館・美術館

７日（日）町民ふれあいスキー・スノーボード教室

８日（月）

９日（火）あそびの広場（9:30～11:30）子育て支援センター

10日（水）窓口業務延長（19:00まで）

11日（木）●建国記念の日

12日（金）ヘルスアップ運動教室（13:30～15:30）多目的研修集会施設

13日（土）あそびの広場（9:30～11:30）子育て支援センター

14日（日）９カ月児健診（受付13:00～14:00）柏原クリニック

15日（月）●シルバー交通安全の日

　11月に実施した水道水の水質検
査の結果は、次のとおりです。

試験項目 水質基準 試験結果

一般細菌 100CFU/ml以下 0CFU/ｍｌ

大腸菌 検出されないこと 検出せず

シアン化物イオン及び塩化シアン 0.01mg/ｌ以下 <0.001mg/ｌ

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10mg/ｌ以下 0.82mg/ｌ

シス及びトランス-1、2-ジクロロエチレン 0.04mg/ｌ以下 <0.004mg/ｌ

塩素酸 0.6mg/ｌ以下 <0.06mg/ｌ

クロロ酢酸 0.02mg/ｌ以下 <0.002mg/ｌ

クロロホルム 0.06mg/ｌ以下 0.006mg/ｌ

ジクロロ酢酸 0.04mg/ｌ以下 <0.004mg/ｌ

ジブロモクロロメタン 0.1mg/ｌ以下 0.001mg/ｌ

臭素酸 0.01mg/ｌ以下 <0.001mg/ｌ

総トリハロメタン 0.1mg/ｌ以下 0.010mg/ｌ

トリクロロ酢酸 0.2mg/ｌ以下 <0.02mg/ｌ

ブロモジクロロメタン 0.03mg/ｌ以下 0.003mg/ｌ

ブロモホルム 0.09mg/ｌ以下 <0.001mg/ｌ

ホルムアルデヒド 0.08mg/ｌ以下 <0.008mg/ｌ

塩化物イオン 200mg/ｌ以下 7.0mg/ｌ

蒸発残留物 500mg/ｌ以下 81mg/ｌ

有機物（TOC) 3mg/ｌ以下 0.6mg/ｌ

ＰＨ値 5.8～8.6 7.2

味 異常でないこと 異常なし

臭気 異常でないこと 異常なし

色度 5度以下 <1度

濁度 2度以下 <0.1度

◆問い合わせ
　地域整備課　☎７２―６９３６

　「小野小町ふるさと応援寄付金」に、
申し込みをいただき小野町をサポー
トしていただいています。
　ご協力ありがとうございます。
　寄付金を納入いただき、広報紙へ
の掲載承諾のあった方は次のとおり
です。

古川　益好さん
（埼玉県八潮市・まちづくり支援のため）

◆問い合わせ
　企画商工課　☎７２－６９３９

サポートに感謝します!!
“小野小町ふるさと応援寄付金”
 （ふるさと納税）の寄付状況

上水道加入者の
皆さんへ
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※この欄は、届出の際に同意を得た方を記載して
います。

氏　　名 年　齢 行政区

藁　谷　定　雄 82 反　町

村　上　千代子 83 小野赤沼

鈴　木　マ　ツ 96 飯豊下

渡　邉　ハ　ル 89 雁股田

根　本　キクヨ 89 南田原井

迎　　　博　子 77 塩庭一区

髙　荒　モ　ト 91 上羽出庭

宗　像　久　雄 86 和名田

（11月届出分）

おくやみ申し上げます

お誕生おめでとう
氏　　名 父・母 行政区

宗像　奏美（かなみ） 喜也・智子 本　町

根本　優菜（ゆうな） 　潮　・美雪 吉野辺

西牧　優衣（ゆい） 泰弘・美也子 上羽出庭

（11月届出分）

石井　琉茄（るか） 　猛　・玲子 夏　井

（10月届出分）

　平成21年12月１日現在の
人口については、福島県現
住人口調査結果の公表日の
関係から、２月号でお知ら
せします。

町の人口

※記事については、常用漢字・人名用漢字で記載しております。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
も
広
報
お
の
ま
ち
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
長
く
感
じ
た
一
年

が
、
大
人
に
な
る
と
早
く
感
じ
ま
す

よ
ね
。
子
ど
も
は「
冬
休
み
ま
だ
か

な
〜
」「
お
正
月
ま
だ
か
な
〜
」と
行

事
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
か
ら
長

く
感
じ
、大
人
は「
今
日
は
こ
れ
や
っ

て
、
明
日
は
あ
れ
や
っ
て
」と
毎
日

を
こ
な
す
よ
う
に
過
ご
す
か
ら
早
く

感
じ
る
と
い
う
話
を
知
人
か
ら
聞
き
、

納
得
し
ま
し
た
。

　
『
楽
し
み
に
待
っ
て
み
る
』

　

一
年
を
長
く
感
じ
る
た
め
の
秘
訣

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

２
０
１
０
年
が
皆
さ
ん
に
と
っ
て

よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。（
美
）

あ
　
と
　
が
　
き

この印刷物は、FSCの基準に
従って認証された適切に管理さ
れた森からの木材を含んだ用紙
で印刷されています。

税　目 期別 納期限
町 県 民 税 ４期

２月１日（月）
国民健康保険税 ６期
介 護 保 険 料 ６期
後期高齢者医療保険料 ６期

●納め忘れのないように、ご確認く
ださい。

●納期内納入にご協力をお願いします。

町税等納期のご案内

特製の土鍋料理はいかが？
　

土
鍋
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
が
11
月
29

日
、
緑
と
の
ふ
れ
あ
い
の
森
公
園
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
創
造
力
豊

か
な
小
学
生
を
対
象
に
、
地
域
で
取

れ
た
農
産
物
を
素
材
と
し
た
土
鍋
料

理
を
つ
く
る
こ
と
で
、
地
産
地
消
の

普
及
と
新
た
な
郷
土
料
理
を
創
造
し

よ
う
と
、
公
園
の
管
理
運
営
を
行
っ

て
い
る
日
本
全
薬
工
業
株
式
会
社
が

主
催
し
た
も
の
で
す
。

　

２
回
目
と
な
る
コ
ン
テ
ス
ト
に
は

町
内
外
の
小
学
校
か
ら
８
チ
ー
ム
・

30
名
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
保

護
者
の
方
の
力
を
借
り
な
が
ら
も
、

今
年
流
行
の「
ト
マ
ト
鍋
」や
野
菜
を

た
っ
ぷ
り
使
っ
た「
カ
レ
ー
鍋
」「
キ

ム
チ
鍋
」な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
鍋
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　

中
に
は
、
カ
ボ
チ
ャ
や
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
を
練
り
こ
ん
だ「
す
い
と
ん
」が

彩
り
に
添
え
ら
れ
て
い
る
鍋
な
ど
、

具
材
や
ア
イ
デ
ア
に
驚
か
さ
れ
る
料

理
ば
か
り
で
、「
ど
れ
も
美
味
し
い
」

と
絶
賛
の
出
来
栄
え
で
し
た
。

コンテスト参加者

ドキドキ…試食タイム

リトルシェフ


